②休業手当不払いの計算方法（記載例）
休業手当の不払いに関わる労働基準法
労働基準法　第26条 　（休業手当）　条文
使用者の責に帰すべき事由による休業の場合においては、使用者は、休業期間中当該労働者に、その平均賃金の百分の六十以上の手当を支払わなければならない。
労働基準法　第12条 　（平均賃金）　条文
この法律で平均賃金とは、これを算定すべき事由の発生した日以前三箇月間にその労働者に対し支払われた賃金の総額を、その期間の総日数で除した金額をいう。ただし、その金額は、次の各号の一によつて計算した金額を下つてはならない。
一　賃金が、労働した日若しくは時間によつて算定され、又は出来高払制その他の請負制によつて定められた場合においては、賃金の総額をその期間中に労働した日数で除した金額の百分の六十

二　賃金の一部が、月、週その他一定の期間によつて定められた場合においては、その部分の総額をその期間の総日数で除した金額と前号の金額の合算額

休業手当不払いの計算　（例：時給970円、1日6時間、週4日労働）
平均賃金 3,492 円　×　休業日数 50  日  ×　60％
下記「平均賃金の計算」を参照　　      シフトがなければ雇用契約書の労働日数
　 ＝ 休業手当が  104,760  円　不払い賃金となっている。
　
「平均賃金の計算」について
休業前3か月の賃金総額　279,360　円　(12月…98,940円、1月…87,300円、2月…93,120円)

休業前3か月の実労働日数　　48　日 （12月…17日、1月…15日、2月…16日）

休業前3か月の総日数　　　　91　日 （12月…31日、1月…31日、2月…29日）

①　休業前3か月の賃金総額　279,360　円 ÷ 実労働日数 48 日 × 60％

＝　平均賃金Ａ 3,492  円
②　休業前3か月の賃金総額  279,360   円 ÷ 総日数    91  日
＝　平均賃金Ｂ 3,069  円
　※注1：）　日給や時給の労働者は平均賃金Ａか平均賃金Ｂで高い賃金を適用します。
　　※注２：）　月給など固定給の労働者は②の計算が適用されます。

　　※注３：）　平均賃金の計算では端数は切り捨て。
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休業手当の不払いに関わる労働基準法
労働基準法　第26条 　（休業手当）　条文
使用者の責に帰すべき事由による休業の場合においては、使用者は、休業期間中当該労働者に、その平均賃金の百分の六十以上の手当を支払わなければならない。
労働基準法　第12条 　（平均賃金）　条文
この法律で平均賃金とは、これを算定すべき事由の発生した日以前三箇月間にその労働者に対し支払われた賃金の総額を、その期間の総日数で除した金額をいう。ただし、その金額は、次の各号の一によつて計算した金額を下つてはならない。
一　賃金が、労働した日若しくは時間によつて算定され、又は出来高払制その他の請負制によつて定められた場合においては、賃金の総額をその期間中に労働した日数で除した金額の百分の六十

二　賃金の一部が、月、週その他一定の期間によつて定められた場合においては、その部分の総額をその期間の総日数で除した金額と前号の金額の合算額

休業手当不払いの計算
平均賃金         円　×　休業日数     日  ×　60％
下記「平均賃金の計算」を参照　　      シフトがなければ雇用契約書の労働日数
　 ＝ 休業手当が         円　不払い賃金となっている。
　
「平均賃金の計算」について
休業前3か月の賃金総額　　　　　円　(　月…　　　　円、　月…　　　　円、　月…　　　　円)

休業前3か月の実労働日数　　　　日 （　月…　　日、　月…　　日、　月…　　日）
休業前3か月の総日数　　　　　　日 （　月…　　日、　月…　　日、　月…　　日）
①　休業前3か月の賃金総額　　　　　　円 ÷ 実労働日数     日 × 60％
＝　平均賃金Ａ          円
②　休業前3か月の賃金総額            円 ÷ 総日数         日
＝　平均賃金Ｂ          円
　
※注1：）　日給や時給の労働者は平均賃金Ａか平均賃金Ｂで高い賃金を適用します。
　　※注２：）　月給など固定給の労働者は②の計算が適用されます。

　　※注３：）　平均賃金の計算では端数は切り捨て。
　　

